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    あった、あった、これこれ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら
楽
し
い
活
動
の
様
子

を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

 

☆ 

自
己
紹
介
ゲ
ー
ム
（
名
刺
交
換
） 

 
 
 
 
 

ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
て
勝
っ
た
ら
、
あ
ら
か
じ
め
書

い
て
お
い
た
自
分
の
名
刺
を
相
手
に
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
手
持
ち
の
名
刺
を
早
く
多
く
の
人
に
配

る
ゲ
ー
ム
で
す
。 

☆ 

場
所
当
て
ゲ
ー
ム
（
「
こ
れ
は
ど
こ
だ
」） 

 
 
 
 
 

見
出
し
や
写
真
、
グ
ラ
フ
、
罫
線
、
絵
、
マ
ー
ク

な
ど
が
、
何
面
の
ど
こ
に
あ
っ
た
か
を
さ
が
す
ゲ
ー

ム
で
す
。 

☆ 

関
連
記
事
さ
が
し
ゲ
ー
ム 

 
 
 
 
 
 

子
ど
も
に
関
す
る
記
事
や
、
お
天
気
に
関
す
る
記
事

な
ど
、
決
め
ら
れ
た
テ
ー
マ
の
記
事
を
、
一
日
の
新
聞

の
中
か
ら
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
さ
が
し
出
す
ゲ
ー

ム
で
す
。 

  
 

こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
。
今
年
度
は
十
月
、
十
一
月
、

二
月
に
も
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
他
に
も
楽
し

い
知
的
ゲ
ー
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

 
 

子
ど
も
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
遊
び
の
中
で
、
友
達
と
ふ
れ

あ
い
、
協
力
し
、
集
中
し
、
自
然
に
力
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。

 
 

ぜ
ひ
「
子
ど
も
ぴ
ぴ
っ
と
ク
ラ
ブ
」
を
の
ぞ
き
に
い
ら
し

て

だ
さ
い
。

第
三
回
子
ど
も
ぴ
ぴ
っ
と
ク
ラ
ブ
開
催
！ 

 
 

十
月
五
日
（
土
）
午
前
十
時
〜 

 
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

 
 
 

「
遊
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
学
園
」
に
て 

申
込
み
は 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
ａ
ｘ
６
４
―
０
７
５
８
小
笠
原
ま
で

 

新
聞
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
、
活
字
に
親
し
み
表
現
力
や
国
語
力
を
身

に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
六
月
、
七
月
の
二
回
、「
子
ど
も
ぴ
ぴ
っ
と
ク
ラ
ブ
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
（
小
学
二
年
生
〜
六
年
生
）
は
、
一
見
難
し

そ
う
な
新
聞
に
意
外
な
楽
し
さ
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、
い
き
い
き
と
し
て
見
え
ま

し
た
。 

         お父さんも「どれどれ…」 

 

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

感
想
よ
り 

 
 

◆ 

名
刺
交
換
し
た
と
き
に
、
最
後
に
一 

枚
残
っ
て
く
や
し
か
っ
た
。 

（
小
三
・
女
子
） 

◆ 

い
ろ
い
ろ
な
記
事
が
あ
っ
て
楽
し 

か
っ
た
。 

 
 

（
小
四
・
女
子
） 

◆ 

み
ん
な
真
剣
に
な
っ
て
（
記
事
を
） 

さ
が
し
て
い
て
す
ご
い
な
あ
と
思 

っ
た
。 

 
 
 

（
小
六
・
男
子
） 

第 1回  6月 15日（土） 16名参加
第 2回  7月 13日（土） 16名参加 
会 場  生涯学習センター 
        『遊・YOU学園』 
主 催  ぴぴっと研究会 



              
 
 
 

子どもの成長は非常に個人差があります。特に読書に関する興味は個人差が大きく、子 
どもに合う本を選ぶことは大変難しくなります。年齢が低ければ低いほど、子どもの日常 
生活を観察したり本の読み聞かせをする中で、子どもの本に対する興味や関心を見極める 
ことが大切だと言われています。 
         

１． 想像の世界を満喫できる物語絵本 
   子どもに人気の高い物語絵本の特徴は、子どもが共感できる登場人物がい 
ること、身近なテーマが取り入れられていることです。 

   想像力を働かせて主人公あるいは登場人物と一体化して絵本を楽しむこ

とは、このあとの読書に欠かすことのできない体験となると言われています。 
 ＜共感できる主人公が登場する絵本＞ 
  「おばけのバーバパパ」（大きくなりたい 変身したいという願望） 
 ＜自分と主人公を同一視できる絵本＞ 
  「ぼくまいごになったんだ」「はじめてのおるすばん」 
 ＜身近なことがらをテーマにした絵本＞ 
  「おふろだいすき」「おやすみなさいのほん」 
２． 絵本から幼年童話へ 

物語絵本を楽しめるようになっても、急いで読み物へすすめる必要はなく、 
じっくり絵本の良さを満喫させることが大切です。 

   幼年童話は、絵本と文字が主体の児童読み物の橋渡しとなると言われてい 
ます。しっかりとしたテーマを持った絵本を読み聞かせているうちに子ども 
は自分一人で本を読みたいという気持ちになります。 
  挿し絵が多く読みやすい大きな文字で書かれた幼年童話は、“本”を読んだ 
という読了感を体験できます。 

 

読
書
が
好
き
に
な
る
本
の
選
び
方 
２ 

 
 
 
 
 
 

幼
児
期
（
３
歳
か
ら
５
歳
）

 
 
 
 
 

あ
ら
か
る
と 

 

新
聞
を
生
き
た
教
材
と
し
て
学
校
な
ど

で
活
用
す
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
教
育
に
新
聞
を
＝
Ｎ

ｅ
ｗ
ｓ
ｐ
ａ
ｐ
ｅ
ｒ 

Ｉ
ｎ 

Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ

ａ
ｔ
‐
ｏ
ｎ
）
の
第
七
回
全
国
大
会
（
日
本

新
聞
教
育
文
化
財
団
主
催
）
が
八
月
一
、
二

日
の
両
日
、
札
幌
市
で
行
わ
れ
た
。
全
国
か

ら
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
校
の
小
中
高
校
の
先
生
は

じ
め
、
新
聞
な
ど
の
関
係
者
約
五00

人
が

参
加
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
多

メ
デ
ィ
ア
環
境
の
中
で
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
」
で
は
、

高
度
情
報
化
が
進
む
中
で
Ｎ
Ｉ
Ｅ
が
果
す

役
割
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
私
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
は
情
報
が
多
過
ぎ
物
事
の
本

質
を
見
失
っ
て
い
る
。
過
剰
な
情
報
に
お
ぼ

れ
な
い
で
物
事
の
本
質
を
選
択
す
る
能
力

を
ど
う
や
っ
て
養
う
か
。
新
聞
を
作
っ
て
み

る
こ
と
は
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
こ
と
。
情

報
を
選
択
し
分
析
的
に
読
み
取
る
力
「
メ
デ

ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
」
は
受
信
と
発
信
の
両
方

で
あ
る
こ
と
。 

 

ぴ
ぴ
っ
と
（
Ｐ
Ｐ
Ｔ
）
研
究
会
の
存
在
理

由
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
も
っ

と
真
摯
に
活
動
に
取
り
組
も
う
と
心
に
言

い
聞
か
せ
、
ま
た
大
き
な
夢
と
希
望
も
も
ら

っ
た
。 



      
        

 
 
 

 
沢内村立 せんだん保育所  佐藤 りき子 

 

   中学生の園児に向けるまなざしの優しさに心を打たれて・・ 

 沢内中学校３年Ｂ組のみなさんが、家庭科の保

育単元学習の一環として６月５日と６月１９日に

園に来てくれました。 
 今回は、今年度一回目の園児と中学生の交流の

様子と中学生、家庭からの感想の一部を紹介しま

す。 
 ６月５日（水）９時～１１時まで、園児は中学

生のお兄さんお姉さんたちと楽しいひとときを過

ごしました。まずは、園児も中学生もお互いの自

己紹介、中学生はリラックスムードで、あらかじ

め作ってきてくれた名札（色々なキャラクター）

を子どもたちひとり一人につけてくれました。 
 この時の園児に向ける中学生の、まなざしの優

しさに、かっての保育所の頃の顔がよみがえり心

を打たれました。自己紹介のあとは、元気にダン

スをしたり外遊びをマンツーマンでやったりと、

楽しい交流が見られました。

 
                         
                             
   最初はどうなるかちょっと心配だったけど     昨日はお兄さんお姉さんたちと一緒に遊んだ 
 子どもたちに会って見て、とても楽しくなり    ようですね。 
そうだと思いました。               「いつも、おれは先生にだっこしているけど 
 みんなで自己紹介をしておもしろかったし     昨日はちがった。」と話してくれました。 
ダンスも楽しかった。僕たちが作った名札も     ＜園より＞ 
プレゼントしたらとても喜んでくれた。そのあ    昨年のＲくんは、中学生がみえるとなかなか、 
と外で砂遊びや花摘みをして最後に僕たちは    かかわれなくて担任にだっこされていたが、今年 

  歌をプレゼントした。疲れたけど楽しい保育    は、中学生のＳくんによって自信を得ることがで 
実習だった。                  き本人の感激のことばになったようです。 
                                    

                                                     

道ばたでごく普通に見かける花である。  
それだけに気にもとめないでいるが、密集した大 

                                      群落に出会うと目を奪われてしまうほど見事な物

である。ウツボとは、昔の武士が弓矢をさして中

に背負った道具のことである。トウモロコシ状に

萼が集まった状態をウツボにたとえたものと思わ

れる。その一つ一つに紫のシソ科特有の花を咲

かせる。 
                                           花期は６～７月。種子により、きわめて繁殖し 

やすい。 
           （沢内村  大石氏提供） 

中学生の感想 家庭から 

ウツボ草 



                             
 

Ｑ： 記事を書く上で留意する点に 
ついて教えて下さい。 

№ ７                 （北上市  中学校ＰＴＡ広報委員）       

 

１ 基本の５Ｗ１Ｈ 
    広報の中には学校やＰＴＡの話題など様々な記事を取り上げますが、その記事を書く 

上で基本となるのが５Ｗ１Ｈとなります。そして、それに加えて１Ｂが入るとその記事

により深みが出ると思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 書き方のコツ 
    文章を書くに当たっては、次のような書き方があります。深い内容にするためには、大

事な点であると思います。 
 
 
 

３ ３Ｃの文章 
    記事の内容や要旨を読み手のみなさんに伝えるためには、次の３Ｃが大事になります。 
 

Ｃｌｅａｒ やさしく読みやすい文章であること 
Ｃｏｎｃｉｓｅ わかりやすく簡潔な文章であること 
Ｃｏｒｒｅｃｔ 真実と正確性をもった文章であること 

 

いつ Ｗｈｅｎ 時 
どこで Ｗｈｅｒｅ 所 
だれが Ｗｈｏ 人 
なにを Ｗｈａｔ 内容 
なぜ Ｗｈｙ 原因 
どのように Ｈｏｗ 経過･結果 
背景 Ｂａｃｋ 背景 

見て書く 聞いて書く 調べて書く 考えて書く 

☆ 葉にやさしい虫除けは… 
 
コーヒーやハーブティを草花や野菜の葉にかけることで、ダニ  ちょっと 
の防除や病気の予防に効果があるそうです。インスタントコー   ひと休み 
ヒーでもよいとのこと。一度試してみませんか？！          知ってます？ 
                                              こんなこと 



 
 

 
 
 
 
 

小野寺 邦子さん 

―――国旗についての投書を読んで―――     

 
 サッカーの第 17 回ワールドカップが日韓共催で開かれ、31 日間の幕がおろされた。日本各地
ではさまざまなチームへの応援に酔いしれ、新聞はその様子をこんなにも日本人が一つになった

ことはないと伝えていた。 
 そんな中、一つの投書が載った。それは国旗についてである。試合に出場しているチームの応

援に日本人も国旗を作り、顔などにペイントをして応援に参加したのをテレビでみて、その国の

国旗がどのようなものであるかをはじめて知ったものもあった。振り返ってみると、日本ではさ

まざまなイベントに万国旗をかざりとして会場を飾ることが多い。特にも学校では運動会に使用

している。その万国旗を点検してみたことがあるのかとの投書内容であった。 
国旗はその国の象徴であり、世界各地で独立運動などが起きている中で、国旗がかわっている

のにもかかわらず、なんとなくダンボール箱から出し、係がグランドにたなびかせているのは本

当にその国に失礼にあたると思った。 
今や学校は完全学校週五日制にともない、総合的学習・体験学習と叫ばれている中、この機会

に自校の万国旗を点検し、それぞれの国の国旗について学習し、新たに国旗を作成してみるのも

一つの総合学習ではないかと考える。日本が世界が燃えたサッカーワールドカップ。単に勝敗だ

けでなく自分たちがこの機会に得たものがあれば、それが成果であろう。 
 
 

新聞を読んで今を語る会（通称：まうすりい）は、複数の新聞を読み比べ、社会

情勢から身近な出来事まで、いろいろな事柄について楽しくディスカッションしな

がら、お互い刺激しあって自分を高めていくことを願いスタートした会である。 
ぴぴっと研究会では、平成 13年 4月より「まうすりい」を開始。平成 14年 8月
現在 20回を数える。 
毎月第 2火曜日、10時から 12時まで北上市立黒沢尻北公民館を会場に開催中。

参加希望者はどなたでも大歓迎！！  



その９ 
お守りとしてのかわら版 

 
草創期のかわら版は単なるニュース媒体ではなく、歌い、唱え 

て楽しむ道具であり、病よけのまじないであり、あるいは、魔よ 
けの護符的なものでもあった。 

 
江戸時代の人々は、病気や地震火災などの災厄に対する技術的 

対抗手段が乏しくこれに代わるものとして俗信に頼る事が多かった。 
流行神・まじないなど新顔のものが出現すると先を争ってこれに走っ 
たのである。かわら版にもこの傾向に便乗したものが少なくない。 
災厄除けの効能をいいあてることは、当時の人々にとって最も強力 

な実用価値の保証であった。このように、護符としての性格を持つかわら版

が庶民向けコミュニケーション手段の中心的存在として成立する。 
 
このように単なる読み捨てニュースではなく、別個の実用価値に

も依存するというかわら版の性格は、程度の差こそあれ、江戸時代

の全期間を通じて認められるのであった。ニュース主体のかわら版

が成立するまでには、幾多の紆余曲折を必要とした。 
 

  
 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
会
最
終
日
の
二
日
に
開

か
れ
た
分
科
会
で
ぴ
ぴ
っ
と

研
究
会
、
小
笠
原
味
佐
枝
会
長

は
、
新
聞
を
読
む
地
域
活
動
の

様
子
を
紹
介
。現
役
教
師
や
新

聞
関
係
者
に
よ
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活

動
が
大
勢
を
占
め
る
中
で
、

「
民
間
に
よ
る
取
り
組
み
は

画
期
的
だ
」
と
参
加
者
の
注
目

を
集
め
た
。 

（
中
略
） 

Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
教
員
研
究
組
織

十
五
都
道
府
県
に
二
十
三
団

体（
日
本
新
聞
教
育
文
化
財
団

調
べ
）
あ
る
。
民
間
組
織
は
本

県
の
ぴ
ぴ
っ
と
研
究
会
だ
け

と
な
っ
て
い
る
。 

分
科
会
座
長
の
同
財
団
Ｎ

Ｉ
Ｅ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、高

橋
守
氏
は
「
民
間
組
織
に
よ
る

Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
動
は
お
そ
ら
く
全

国
初
の
ケ
ー
ス
だ
ろ
う
。
ぴ
ぴ

っ
と
研
究
会
は
組
織
こ
そ
小

さ
い
が
、
全
国
的
に
見
て
も
新

た
な
動
き
だ
。岩
手
の
活
動
は

非
常
に
注
目
さ
れ
る
」
と
コ

今
大
会
に
は
、
ぴ
ぴ
っ
と
研
究
会
か
ら

小
笠
原
会
長
と
濱
副
会
長
が
参
加
。
二
日

目
の
分
科
会
で
は
小
笠
原
会
長
が
事
例
発

表
を
行
い
ま
し
た
。「
子
ど
も
ぴ
ぴ
っ
と
ク

ラ
ブ
」
な
ど
、
地
域
に
あ
っ
て
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ

 

立
秋
を
過
ぎ
て
の
残
暑
。
今
年
の
夏
、
特
に
お
盆
の

頃
は
肌
寒
く
ほ
ん
と
に
夏
か
と
疑
う
ほ
ど
…
。
や
は
り
、

夏
は
夏
ら
し
く
が
ん
が
ん
暑
い
ほ
う
が
良
い
で
す
ね
。 

と
は
い
う
も
の
の
、
虫
の
声
が
日
増
し
に
大
き
く
な

り
、
店
頭
に
は
秋
の
果
物
が
た
く
さ
ん
並
び
だ
し
ま
し

た
。 食

欲
の
秋
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
秋
を
満
喫
し

た
い
も
の
で
す
ね
。 

 

ご意見・ご感想をお待ちしており

ます。 
TEL･Fax 0197-64-0758 
E-mail：agi@titan.ocn.ne.jp 

     ぴぴっと研究会 


